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Successful Aging and Gerotranscendence at elderly developmental task
Mayumi YAMAMOTO
Abstract
The declining birth rate has made Japan an aging society. More than the 25% of the population
are considered aged people, and many of them without expectation of a long life. There are many
issues concerning the elderly. In the present study the author aims at considering the meaning of
a successful aging on the basis of Erikson's development 9 stage and the gerotranscendence ofth
Tornstam. The author thinks communality and hope are decisive factors for successful aging.
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の 割 合 が を 超 え た 社 会 を 「 高 齢 化 社7%
14% 21%会 を超えた社会を 高齢社会」， 「 」，
を超えた社会を「超高齢社会」と言う。日




また， (平成 ) 年の簡易生命表2013 25
によると男性の平均寿命は 年，女80.21
性の平均寿命は 年と前年と比較し86.61
て男性は 年，女性は 年上回っ0.27 0.20
た。主な年齢の平均余命をみると男女とも
全年齢で前年を上回り，平均寿命の男女差











康寿命を (平成 )年と (平成 )2001 13 2010 22
69.40 70.42年で比べると男性は 年から




















日本において (大正 )年生の人の1926 15
平均余命は 歳， (昭和 )年生の44.82 1935 10
人の平均余命は 歳であった(厚生労46.92
,2013 2014 1926働省 )。しかし， 年時点で
（大正 ）年生の人は 歳で 年間長15 88 43




和 )年から (昭和 )年生の第 次22 1949 24 1
ベ ビ ー ブ ー マ ー と 言 わ れ て い る 人 達 は
，2014 26 67 65(平成 )年に 歳から 歳となり
定年を迎える人が出て来ている。前期高齢






65 74 75ている 歳から 歳を前期高齢者。 ，
歳から 歳を後期高齢者， 歳以上を超84 85
高齢者としている。 (平成 ) 年の2013 25
男性の平均寿命は 年，女性の平均80.21
寿命は 年となっているので，主要86.61
























ソン の 発達課(Erikson & Erikson, 1997/2011)
9 (Hyse題としての第 段階とトーンスタム






活動理論 継theory activity theory）」，「 （ ）」，「





















































( は老年前期を ， 歳以上とし，Bühler) 65 70
レヴィンソン は老年期を 歳か(Levinson) 65



















































支 え ， 目 標 を 与 え ， 最 善 の 自 尊 と 傾 倒






， ，対 罪悪感 学童期：勤勉性 対 劣等感
青年期：同一性確立 対 同一性混乱，前
成人期：親密性 対 孤立，成人期：生殖





， ，から老年期で順に希望( ) 意志( )hope will
目 的 ( ) ， 適 格 ( ) ， 忠 誠purpose competence










































不 満 顔 を す る 子 ど も の よ う に な る 」
，「 ，(ibid,p157) 周りのペースについて行けず
ただ付いていくだけということになり，罪
悪 感 が 頭 を も た げ る こ と に な る 」
「安全確保のため，また，自己(ibid,p156)，
制御喪失に基づく恥を避けるために何かを
成 し 遂 げ よ う と す る 意 志 が 弱 く な る 」

















gerotranscendence Hyse and（ ）: (老年的超越
)Tornstam,2009
老年的超越理論では，老年的超越の宇宙
(The Cosmic Dimension of的(普遍的)次元
gerotranscendence) (The， 自 我 の 次 元
， 社会と自分との関Dimension of the Self )
The Dimension of Social and Personal係次元(




(Time and childhood-time and spaceつになる






The relationship to previous generations(









Life’s(4) (人 生 の 神 秘 ： 追 求 の 手 放 し






Causes for rejoicingくことさえ魅惑的 (












Reduced self-centeredness –小さな点 (










自 己 超 越 ： 自 己 中 心 性 の 増加 と 減 少(4)





自 我 統 合 ： お 菓 子 袋 の よ う な 人 生(5)











Changed meaning and黙 の 重 要 性 (
importance of relat ions – the





Role-playing in life – beingれを手放す (





M a t u r eで の 遊 び と い た ず ら (
Emancipated Innocence – play and






Modern asceticism – lack ofはならない (





Everyday wisdom – bad choices canく (























































(Erikson & Erikson, 1997/エリクソンら


















」 。 ，えていることである としている つまり
希望とはまだ存在しないもののためにいつ
も準備して積極的に待つことである。エリ














こ と が 残 さ れ た 唯 一 の 賢 明 な 道 と な る




があると言える。 ら は，成人Cabeza (2002)












































Erikson & Erikson,と広がっていく ｣(···
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